
Title 抗告訴訟の訴訟物
Sub Title Über den Streitgegenstand der Anfechtungsklagen im

Verwaltungsprozeß
Author 金子, 芳雄(Kaneko, Yoshio)

木村, 弘之亮(Kimura, Kōnosuke)
Publisher 慶應義塾大学法学研究会

Publication
year

1972

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.45, No.2 (1972. 2) ,p.81- 104 

JaLC DOI
Abstract
Notes 峯村光郎教授 退職記念論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19720215-0081

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物

金

子

芳

雄

木

寸ホ

弘
　
之
　
亮

一
、
序

二
、
行
政
行
為
説

三
、
違
法
性
説

四
、
（
実
体
的
）
取
消
判
決
請
求
権
説

五
、
権
利
主
張
説

六
、
純
訴
訟
的
訴
訟
物
説

　
A
　
二
元
的
訴
訟
理
論

　
B
　
一
元
的
訴
訟
理
論

七
、
む
す
び一

、
序

本
稿
は
、
行
政
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
物
を
こ
れ
か
ら
研
究
し
て
い
く
た
め
の
覚
え
書
き
で
あ
る
。

　
　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物

わ
が
国
に
お
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
八
一

民
事
訴
訟
法
学
上
、

　
　
（
二
四
七
）



　
　
　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
二
　
　
　
（
二
四
八
）

西
ド
イ
ッ
の
論
争
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
訴
訟
物
論
争
が
は
な
や
か
に
展
開
さ
れ
た
時
期
も
あ
つ
た
。
訴
訟
物
を
い
か
に
み
る
か
は
、
既
判
力
の

客
観
的
範
囲
を
決
定
す
る
た
め
に
（
た
だ
し
、
こ
の
間
題
は
本
稿
に
お
い
て
意
識
的
に
ほ
と
ん
ど
除
外
し
た
1
別
稿
で
ま
と
め
て
論
じ
た
い
た
め
）
、
あ
る
い

は
、
訴
え
の
変
更
な
い
し
併
合
等
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
問
題
の
生
ず
る
こ
と
、
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
行
政
訴
訟
の
関
係
で
こ
れ
を
み
る
と
、
田
中
二
郎
最
高
裁
判
所
裁
判
官
が
、
そ
の
判
決
の
少
数
意
見
に
お
い
て
重
大
な
る
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
か
し
、
行
政
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
物
論
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
成
立
の
前
後
に
、
民
訴
法
の
そ
れ
と
は
別
の
角
度
よ
り
、
雄
川
教
授
、
市
原
教

（
3
）
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
（
5
）

授
、
白
石
判
事
、
村
井
教
授
等
々
に
よ
り
論
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
は
、
主
た
る
論
議
の
対
象
と
な
つ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、

西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
民
訴
学
界
に
お
け
る
旧
訴
訟
物
理
論
・
新
訴
訟
物
理
論
の
影
響
を
う
け
（
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
論
争
に
ひ
き
づ
り
ま
わ
さ
れ

と
い
う
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
が
）
、
民
訴
法
学
者
・
行
政
法
学
者
に
よ
る
行
政
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
物
研
究
が
盛
ん
の
よ
う
で
あ
る
。
新
旧
訴
訟

物
理
論
を
克
服
し
た
訴
訟
物
論
を
、
な
ど
は
筆
者
の
望
み
え
な
い
高
嶺
の
花
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
従
来
、
発
表
さ
れ
て
き
た
西
ド
イ
ツ
に

お
け
る
学
説
の
代
表
的
な
も
の
に
つ
い
て
概
観
を
こ
こ
ろ
み
る
。

　
（
1
）
　
最
高
裁
昭
四
二
・
九
・
一
九
三
小
法
廷
判
決
、
最
高
民
集
二
一
巻
七
号
一
八
二
八
頁
。

　
（
2
）
　
雄
川
一
郎
・
行
政
争
訟
法
六
二
頁
以
下
。
簡
単
で
は
あ
る
が
、
二
ー
ゼ
、
メ
ソ
ガ
ー
、
ベ
タ
ー
マ
ン
等
に
つ
き
鋭
い
論
評
が
く
わ
え
ら
れ
て
い
る
。

　
（
3
）
市
原
昌
三
郎
・
「
抗
告
訴
訟
の
本
質
と
判
決
の
効
力
」
（
一
橋
論
叢
三
七
巻
三
号
）

　
（
4
）
白
石
健
三
・
「
公
法
関
係
の
特
質
と
抗
告
訴
訟
の
対
象
」
（
岩
松
裁
判
官
還
暦
記
念
「
訴
訟
と
裁
判
」
）

　
（
5
）
　
村
井
正
教
授
・
「
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
」
（
法
学
論
叢
・
七
一
巻
六
号
）

二
、
行
政
行
為
説

　
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
国
行
政
裁
判
所
法
七
九
条
一
項
は
、
「
取
消
訴
訟
の
対
象
は
、
つ
ぎ
の
行
為
で
あ
る
。
一
、
異
議
の
決
定
に
よ
つ
て
え
ら
れ
た

形
に
お
け
る
原
行
政
行
為
（
二
以
下
省
略
）
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
行
政
裁
判
所
法
お
よ
び
南
ド
イ
ッ
行
政
裁
判
所
法
の
各



四
五
条
に
お
け
る
取
消
し
の
訴
え
の
対
象
は
、
不
服
あ
る
行
政
行
為
お
よ
び
異
議
の
決
定
で
あ
り
．
取
消
し
の
訴
え
が
直
接
許
さ
れ
る
場
合
に
は
、

不
服
あ
る
行
政
行
為
で
あ
る
と
の
規
定
、
お
よ
び
、
連
邦
行
政
裁
判
所
法
草
案
八
○
条
に
由
来
す
る
。
そ
し
て
、
ク
リ
ン
ガ
ー
（
甲
困
一
眞
8
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

か
か
る
条
文
の
表
現
を
根
拠
と
し
、
取
消
訴
訟
の
訴
訟
物
を
、
取
消
請
求
さ
れ
た
行
政
行
為
と
い
う
。
た
父
、
か
れ
の
場
合
、
右
の
主
張
に
た
い

す
る
説
明
と
し
、
そ
の
註
釈
書
に
、
「
（
行
政
行
為
説
は
）
種
々
の
側
面
か
ら
反
対
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
．
反
対
陣
営
に
お
い
て
、
訴
訟
物
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

い
て
見
解
の
統
一
が
み
ら
れ
な
い
」
と
の
べ
る
の
み
で
、
と
く
に
積
極
的
な
理
論
構
成
を
こ
こ
ろ
み
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
訴
訟
物
を
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
訴
訟
物
と
訴
え
の
併
合
、
訴
え
の
変
更
の
関
係
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
連
邦
行
政
裁
判
所
法
四
四
条
（
訴
え
の
客
観
的
併
合
）
に
お
い
て
、
か
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
、
並
列
的
・
選
択
的
・
予
備
的
併
合
に
つ
い
て
解
説
を

　
　
　
　
　
（
4
）

く
わ
え
て
い
る
。
「
複
数
の
独
立
の
判
決
要
求
（
困
品
。
び
轟
Φ
ξ
磐
）
が
一
つ
の
訴
え
の
な
か
で
結
合
さ
れ
る
と
き
、
一
つ
の
訴
え
の
客
観
的
併
合
が

成
立
す
る
。
」
「
裁
判
所
が
主
た
る
請
求
権
が
存
在
し
な
い
と
み
と
め
る
場
合
を
考
慮
し
、
原
告
が
主
た
る
請
求
と
な
ら
ん
で
一
つ
も
し
く
は
複
数

の
従
た
る
請
求
を
提
起
す
る
と
き
も
訴
え
の
併
合
が
成
立
す
る
」
と
。
こ
の
よ
う
に
、
ク
リ
ソ
ガ
ー
は
、
訴
え
の
併
合
を
み
と
め
る
や
否
や
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

準
と
し
、
判
決
要
求
も
し
く
は
請
求
を
あ
げ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
と
訴
訟
物
た
る
行
政
行
為
と
の
関
連
は
あ
き
ら
か
で
な
く
、
こ
の
た
め
、
訴

訟
物
は
、
訴
え
併
合
の
判
定
基
準
と
し
機
能
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
つ
ぎ
に
、
訴
え
の
変
更
に
か
ん
す
る
連
邦
行
政
裁
判
所
法
九
一
条
に
つ
き
、
か
れ
は
、
「
訴
え
の
変
更
は
判
決
要
求
の
変
更
か
、
も
し
く
は
、
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

求
原
因
の
変
更
、
す
な
わ
ち
、
訴
え
を
理
由
づ
け
る
た
め
主
張
さ
れ
た
事
実
の
変
更
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
」
と
、
訴
え
の
変
更
の
み
と
め
ら
れ
る

場
合
を
解
説
す
る
。
そ
し
て
、
訟
え
の
変
更
の
場
合
も
、
か
れ
の
い
う
訴
訟
物
は
機
能
し
な
い
。
そ
し
て
、
右
の
結
果
と
し
．
か
れ
は
、
「
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

う
に
争
わ
れ
て
い
る
訴
訟
物
概
念
の
問
題
は
、
取
消
訴
訟
そ
の
も
の
に
と
つ
て
ほ
と
ん
ど
意
義
を
も
た
な
い
」
と
結
ぶ
。

　
し
か
し
、
か
れ
の
主
張
に
た
い
し
、
多
く
の
疑
問
が
な
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　
訴
訟
物
は
、
一
般
に
、
特
定
の
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
の
存
否
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
旧
訴
訟
物
理
論
）
。
し
か
る
と
き
、
行
政
行
為
自

　
　
　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
　
（
二
四
九
V



　
　
　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
　
（
二
五
〇
）

体
は
、
権
利
で
も
法
律
関
係
で
も
な
い
。
行
政
行
為
に
よ
つ
て
、
一
定
の
権
利
や
法
律
関
係
を
理
由
づ
け
、
取
消
し
、
変
更
し
、
あ
る
い
は
、
こ

れ
ら
を
確
認
・
公
証
す
る
こ
と
は
で
ぎ
る
。
し
か
し
、
行
政
行
為
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
確
認
も
し
く
は
形
成
さ
れ
た
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
と
同

一
に
は
な
ら
な
い
。
法
律
関
係
は
、
あ
く
ま
で
も
行
政
行
為
の
客
体
に
と
ど
ま
る
。
ベ
タ
ー
マ
ソ
（
界
守
ぎ
毒
ゆ
旨
）
は
、
こ
の
よ
う
に
行
政
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

為
と
訴
訟
物
の
ち
が
い
を
強
調
す
る
。

　
さ
ら
に
、
ク
リ
ン
ガ
ー
は
、
訴
え
の
併
合
、
訴
え
の
変
更
の
認
定
基
準
を
判
決
要
求
の
同
一
性
に
も
と
め
る
。
そ
し
て
、
「
判
決
要
求
は
、
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

第
一
に
訴
え
の
申
立
て
か
ら
推
測
さ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
。
し
た
が
つ
て
、
ク
リ
ン
ガ
ー
の
説
に
よ
る
か
ぎ
り
、
訴
訟
法
上
の
諸
制
度
（
訴
え
の
併

合
、
訴
え
の
変
更
等
）
に
か
ん
し
、
訴
訟
物
は
重
要
な
機
能
を
は
た
し
え
な
い
。
換
言
す
れ
ぽ
、
道
具
概
念
と
し
て
訴
訟
物
に
た
い
し
い
だ
い
て
い

る
訴
訟
法
学
説
上
の
期
待
は
、
行
政
行
為
説
に
よ
つ
て
充
足
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
な
お
、
こ
の
行
政
行
為
説
に
属
す
る
も
の
と
し
．
シ
ュ
ソ
ク
”
デ
・
ク
レ
ル
ク
（
の
9
琶
。
ミ
U
Φ
9
。
築
）
お
よ
び
バ
ァ
ホ
フ
（
9
田
9
＆
の
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

旧
説
、
シ
ェ
ー
ソ
（
図
あ
9
。
睾
）
、
フ
ー
フ
ナ
ー
グ
ル
（
7
国
亀
影
覧
、
ザ
ソ
ト
（
日
く
導
留
留
注
げ
）
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
行
政
行
為
説
は
、

す
で
に
克
服
さ
れ
、
現
在
、
歴
史
的
意
義
を
ゆ
う
す
る
に
と
ど
ま
る
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
等
諸
説
に
つ
い
て
は
詳
述
し
な
い
。

　
（
－
）
＝
●
困
一
轟
㊦
ン
く
。
這
暮
暮
ひ
q
轟
＆
魯
馨
議
ロ
暮
。
q
」
＞
畦
一
」
。
8
鷲
9
も
一
．
、
ψ
ω
。
8

　
　
＜
の
一
」
Φ
量
く
≦
O
ρ
憩
＞
色
」
。
零
留
簿
ψ
。。
。
。
一
圃
●
脚
伍
器
●
9
Φ
＜
。
轟
身
目
。
q
き
霞
含
一
Φ
＜
零
語
客
琶
撃
。
q
＆
魯
訂
冨
詩
婁
ぎ
α
忠
巨
冴
魯
N
。
β
①
一
ω
＞
鳳
一
。
這
q
ト

　
　
伽
9
》
コ
ヨ
。
》
斡

　
（
2
）
国
＝
凝
9
＜
≦
O
O
』
卜
良
。
㎝
お
＞
o
a
．
ω
o
。
b
⊃
・

　
（
3
）
法
四
四
条
　
原
告
は
、
数
個
の
請
求
が
同
一
の
被
告
に
向
け
ら
れ
、
互
に
関
連
を
有
し
、
か
つ
、
同
一
の
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
と
き
は
、
一
の
訴
え
で
こ
れ
を
請
求
す
る

　
　
こ
と
が
で
き
る
。
（
昭
三
六
・
法
務
省
訟
務
局
訳
）

　
（
4
）
固
一
凝
Φ
ぴ
＜
≦
O
O
』
｝
亀
」
。
総
』
ぶ
田
あ
矯
鱒
8
い

　
（
5
）
　
ク
リ
ソ
ガ
ー
は
、
バ
ウ
ム
バ
ッ
ハ
、
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
お
よ
び
シ
ェ
ン
ケ
を
引
用
し
て
自
説
を
展
開
す
る
が
、
訴
訟
物
概
念
を
異
に
す
る
か
れ
ら
の
説
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
う

　
　
る
か
、
甚
だ
疑
間
で
あ
る
。

　
（
6
）
法
九
一
条
　
L
　
訴
え
の
変
更
は
、
他
の
関
係
人
が
同
意
す
る
と
き
、
ま
た
は
裁
判
所
が
変
更
を
適
当
と
認
め
る
と
き
は
許
さ
れ
る
。



2
　
被
告
が
訴
え
の
変
更
に
異
議
を
述
べ
る
こ
と
な
く
、

と
み
な
す
．

ハハパハ聖ε邑ヱ3．

書
面
ま
た
は
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
変
更
さ
れ
た
訴
え
に
応
訴
し
た
と
き
は
、
被
告
は
、
訴
え
の
変
更
に
同
意
し
た
も
の

が
つ
て
、

き
、

（
1
1
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げ
畦
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吋
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田
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N
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」
緯
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訴
え
の
変
更
が
な
い
旨
の
裁
判
ま
た
は
訴
え
の
変
更
を
許
す
べ
き
旨
の
裁
判
に
対
し
て
は
、
独
立
し
て
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
前
掲
訟
務
局
訳
）

困
一
凝
①
き
く
名
Ω
O
』
＞
ロ
幹
㈱
O
一
匹
’
の
餌
轟

困
ぎ
讐
ン
＜
≦
Q
ρ
N
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島
。
㎝
お
切
ω
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ω
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ひ
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畠
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プ
ε
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∪
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田
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霧
ω
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8
β
』
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N
■

圏
一
夷
聲
く
名
Q
O
ω
＞
β
論
伽
o
。
o
。
国
堕
潟
ト
な
お
、
ク
リ
ン
ガ
ー
説
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
訴
え
を
も
つ
て
取
消
し
を
求
め
ら
れ
た
行
政
行
為
の
み
を
裁
決
す
る
。
し
た

　
訴
訟
係
属
後
に
、
同
一
事
件
に
つ
ぎ
発
せ
ら
れ
た
行
政
行
為
を
裁
判
所
は
裁
決
す
べ
き
で
な
い
。
し
か
ら
ば
、
後
者
の
行
政
行
為
が
係
属
中
の
訴
訟
に
持
ち
こ
ま
れ
た
と

訴
え
の
変
更
が
成
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
訴
訟
物
は
変
更
し
た
が
判
決
要
求
は
依
然
と
し
て
変
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
え
よ
う
。

評
。
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9
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＜
①
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伽
忽
＞
5
目
刈
（
幹
一
お
h
）
仁
累
・

三
、
違
法
性
説

　
ニ
ィ
ー
ゼ
（
ゑ
●
Z
諒
Φ
）
は
、
ク
リ
ソ
ガ
ー
ら
が
、
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
を
、
「
取
消
請
求
さ
れ
た
行
政
行
為
」
と
主
張
す
る
の
に
た
い
し
、
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

り
厳
格
に
い
え
ば
、
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
は
、
取
消
請
求
さ
れ
た
行
政
行
為
が
違
法
で
あ
る
と
の
確
認
を
も
と
め
る
原
告
の
要
求
で
あ
る
と
い
う
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
主
張
に
た
い
す
る
根
拠
と
し
、
か
れ
は
い
う
。
「
な
る
ほ
ど
、
取
消
請
求
を
な
す
原
告
は
、
行
政
行
為
の
取
消
し
を
申
し

立
て
る
の
で
あ
つ
て
、
確
認
を
も
と
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
形
成
の
訴
え
の
場
合
と
同
様
、
固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

有
の
訴
訟
物
は
、
申
し
立
て
ら
れ
た
形
成
へ
と
判
決
に
よ
つ
て
み
ち
び
く
と
こ
ろ
の
事
実
状
態
お
よ
び
法
律
状
態
の
確
認
で
あ
る
」

　
　
　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
　
（
二
五
一
）



　
　
　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
　
　
（
二
五
二
）

　
こ
の
よ
う
に
、
違
法
性
説
の
理
論
的
根
拠
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
形
成
の
訴
え
と
同
様
」
に
、
い
わ
ゆ
る
形
成
原
因
に
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
ニ
ィ
ー
ゼ
は
さ
ら
に
説
明
を
く
わ
え
る
。

「
取
消
し
の
訴
え
が
確
定
判
決
に
よ
つ
て
棄
却
さ
れ
た
と
ぎ
、
当
該
行
政
行
為
が
、
そ
の
発
令
の
さ
い
に
基
礎
に
あ
つ
た
（
も
し
く
は
基
礎
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

れ
た
）
事
実
関
係
が
合
法
で
あ
る
と
、
既
判
力
を
も
つ
て
確
認
さ
れ
る
。
棄
却
判
決
は
一
般
に
積
極
的
確
認
判
決
と
な
る
」

　
他
方
、
「
取
消
し
の
訴
え
が
、
確
定
判
決
に
よ
つ
て
認
容
さ
れ
る
場
合
、
ま
ず
、
形
成
効
に
よ
つ
て
当
該
行
政
行
為
が
排
除
さ
れ
、
し
か
も
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
効
力
は
す
べ
て
の
人
に
お
よ
ぶ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
既
判
力
に
よ
つ
て
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
」

「
既
判
力
は
、
た
と
え
ば
、
取
消
請
求
さ
れ
た
行
政
行
為
に
よ
つ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
損
害
に
か
ん
し
、
勝
訴
原
告
が
追
加
的
に
職
務
責
任
訴
訟

（
》
馨
昌
亀
盲
轟
路
一
轟
①
）
を
提
起
し
た
と
き
、
は
じ
め
て
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
。
す
な
わ
ち
、
既
判
力
は
、
民
事
裁
判
所
に
よ
つ
て
、
当
該
取
消

請
求
さ
れ
た
行
政
行
為
は
違
法
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
が
、
拘
東
力
を
も
つ
て
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
既
判
力
は
、
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

判
決
の
場
合
に
も
確
認
効
の
み
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
」

　
こ
の
こ
と
は
、
結
局
、
「
違
法
な
行
政
行
為
が
、
あ
た
ら
し
い
権
利
形
成
を
生
じ
さ
せ
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
行
政
行
為
が
、
か
か
る
事
実
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塗
）
（
7
）

態
の
場
合
に
は
違
法
で
あ
る
と
い
う
確
認
が
、
前
訴
判
決
の
既
判
力
の
結
果
と
し
て
、
民
事
裁
判
の
さ
い
作
用
し
て
く
る
の
で
あ
る
」

　
要
す
る
に
、
行
政
庁
に
よ
つ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
権
利
形
成
は
、
未
だ
確
定
的
に
有
効
な
も
の
で
な
く
、
一
応
有
効
の
域
を
で
な
い
。
そ
し
て
、

裁
判
所
が
当
該
行
政
行
為
の
違
法
性
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
応
有
効
の
名
の
下
に
も
つ
て
い
た
浮
遊
状
態
が
固
定
化
さ
れ
、
形
成
効
を
生

ず
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
確
認
効
は
、
後
訴
に
お
い
て
の
み
作
用
す
る
。
そ
し
て
、
右
の
理
論
構
成
よ
り
、
権
利
形
成
の
主
導
権
は
、
も
つ
ぽ
ら

行
政
庁
に
あ
る
こ
と
、
か
つ
こ
の
権
利
形
成
が
継
続
的
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
ー
換
言
す
れ
ば
、
判
決
時
ま
で
こ
の
権
利
形
成
が

撤
回
・
取
消
し
・
変
更
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
ー
、
か
つ
、
裁
判
所
は
、
あ
る
法
律
状
態
も
し
く
は
事
実
状
態
の
確
認
だ
け
に
そ
の
任
務
が

か
ぎ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
行
政
権
へ
の
越
権
が
さ
け
ら
れ
る
こ
と
が
、
違
法
性
説
に
よ
つ
て
企
図
さ
れ
て
い
る
。



　
な
お
、
ニ
ィ
ー
ゼ
の
学
説
上
の
特
色
は
、
取
消
訴
訟
を
刑
事
訴
訟
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
か

れ
は
、
抗
告
訴
訟
の
本
質
を
、
民
事
訴
訟
の
そ
れ
と
同
視
せ
ず
、
刑
事
訴
訟
と
同
様
の
考
え
方
を
採
用
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
か
れ
は
、
抗
告
訴

訟
の
第
一
の
目
的
を
、
行
政
の
法
適
合
性
に
も
と
め
る
。
違
法
な
行
政
行
為
に
よ
り
、
法
規
に
よ
り
意
図
さ
れ
た
公
益
の
保
障
が
侵
害
さ
れ
る
と
、

か
か
る
侵
害
は
是
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
是
正
の
た
め
に
、
法
規
に
し
た
が
つ
た
行
政
が
そ
こ
で
要
求
さ
れ
る
。
か
れ
の

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
か
れ
の
抗
告
訴
訟
に
お
け
る
原
告
適
格
の
説
明
に
お
い
て
も
つ
と
も
よ
く
し
め
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
事
訴
訟

の
場
合
の
原
告
は
、
公
益
代
表
者
と
し
て
の
検
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
公
益
代
表
者
と
し
て
の
地
位
に
誰
が
つ
く
か
は
、
立
法
政
策
的
見

地
よ
り
決
せ
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。
抗
告
訴
訟
に
お
け
る
原
告
も
、
右
の
ご
と
き
公
益
代
表
者
と
考
え
る
か
ぎ
り
、
具
体
的
に
原
告
と
な
る
者
は
、

検
事
の
ご
と
き
特
定
の
国
家
機
関
、
そ
の
他
特
定
の
者
の
場
合
も
、
広
く
一
般
国
民
の
場
合
も
、
あ
る
い
は
、
当
該
行
政
行
為
に
よ
り
権
利
利
益

を
侵
害
さ
れ
た
者
の
場
合
も
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
な
種
々
の
可
能
性
の
う
ち
か
ら
、
い
ず
れ
を
選
ぶ
か
は
立
法
政
策
的
に
決
せ
ら
れ
る
と
す

る
。　

ニ
ィ
ー
ゼ
の
ご
と
き
前
提
に
た
つ
か
ぎ
り
、
右
の
論
理
は
正
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
訴
訟
物
に
か
ん
す
る
民
事
訴
訟
上
の
諸

理
論
を
排
斥
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
。
否
、
訴
訟
物
は
、
種
種
の
訴
訟
法
の
下
で
技
術
的
・
道
具
的
な
概
念
と
し
て
の
観
点
よ
り
、
定
立
さ
れ

れ
ば
そ
れ
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
抗
告
訴
訟
の
本
質
な
り
目
的
な
り
を
、
公
益
目
的
維
持
の
た
め
の
法
適
合
性
と
み
て
も
、
私
人
の

権
利
救
済
と
み
て
も
．
そ
の
お
の
お
の
で
論
ぜ
ら
れ
る
訴
訟
物
論
は
、
必
ず
し
も
、
両
者
相
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
ニ
ィ
ー
ゼ
の

場
合
、
基
本
的
考
え
に
お
い
て
、
刑
訴
パ
ラ
レ
ル
説
を
と
り
な
が
ら
、
訴
訟
手
続
に
お
け
る
各
部
分
の
説
明
に
お
い
て
、
民
訴
諸
説
の
活
用
な
い

し
対
比
は
、
右
の
事
情
に
も
と
づ
く
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
刑
訴
パ
ラ
レ
ル
説
の
ニ
ィ
ー
ゼ
も
、
訴
訟
物
に
つ
い
て
み
れ
ぽ
、
従
来
の

訴
訟
物
諸
説
と
そ
れ
ほ
ど
異
る
も
の
で
は
な
い
。

　
（
－
）
2
諒
ρ
9
忠
α
9
の
ぎ
一
§
鵯
馨
費
民
量
》
落
3
9
甚
叩
9
α
＜
。
村
髭
ぎ
Φ
竃
お
魯
巨
く
霞
壽
ぎ
眞
㎝
鷲
。
N
①
ゆ
し
N
，
奮
P
ω
㎝
ω
。

　
　
　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
　
　
（
二
五
三
）



（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物

メ
ン
ガ
ー
は
、

八
八

（
二
五
四
）

H
葺
山
亀
GQ
㎝
も
o
ー
戯
・

H
葺
山
亀
ω
㎝
軒

H
げ
達
こ
ω
㎝
鳥
●

一
露
山
こ
ω
㎝
轟
’

H
玄
q
亀
ω
㎝
癖
。

「
ニ
ィ
ー
ゼ
は
、
判
決
の
形
成
効
と
確
認
効
と
を
明
瞭
に
分
離
す
る
こ
と
を
選
び
、
た
ん
に
裁
判
所
に
よ
る
確
認
効
の
み
が
既
判
力
を
生
ず
る
と
明
ら
か
に
さ
せ
た
。
」
と
し
て
、

　
　
　
こ
の
点
に
つ
き
ニ
ィ
ー
ゼ
を
評
価
す
る
。
竃
Φ
轟
9
琢
馨
聾
号
の
ぎ
毫
幽
一
ε
罐
韻
毘
魯
§
魯
9
評
。
算
器
9
暮
N
8
」
雷
倉
oQ
し
＄

四
、
（
実
体
的
）
取
消
判
決
請
求
権

　
こ
の
説
に
属
す
る
論
者
と
し
、
ベ
タ
ー
マ
ン
（
国
●
＞
』
葺
霞
暴
目
）
．
ナ
ウ
マ
ン
（
零
客
き
ヨ
導
）
、
ル
ッ
プ
（
舅
男
暮
b
）
、
ウ
ー
レ
（
ρ
串
9
⑦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

な
ど
の
名
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
、
ベ
タ
ー
マ
ン
の
見
解
を
中
心
と
し
て
検
討
す
る
。

　
ベ
タ
ー
マ
ン
は
い
う
。
「
取
消
し
の
訴
え
の
訴
訟
物
は
、
取
消
請
求
さ
れ
た
行
政
行
為
が
、
裁
判
官
に
よ
り
取
消
さ
れ
る
こ
と
を
も
と
め
る
原
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
権
利
、
も
し
く
は
、
行
政
庁
が
当
該
行
政
行
為
を
（
自
主
的
に
）
取
消
す
こ
と
を
求
め
る
原
告
の
請
求
権
で
あ
る
」
と
（
こ
の
定
義
の
後
段
は
、

被
告
行
政
庁
に
よ
る
請
求
認
諾
に
そ
な
え
の
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
。
か
れ
が
、
こ
の
よ
う
に
の
べ
る
法
的
根
拠
は
、
と
く
に
、
イ
ギ
リ
ス
占
領
区

令
一
六
五
号
の
二
三
条
一
項
に
も
と
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
行
為
の
取
消
し
は
、
当
該
行
政
行
為
が
原
告
の
権
利
を
違
法
に
殿
損
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
の
み
、
そ
の
根
拠
を
も
と
め
う
る
。
ま
た
、
判
決
の
機
能
は
、
当
事
者
間
で
の
こ
の
紛
争
に
お
い
て
、
な
に
が
権
利
で
あ
る
か

の
言
渡
し
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
訴
訟
物
は
、
つ
ね
に
権
利
・
法
律
関
係
も
し
く
は
法
律
効
果
の
み
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
取
消
請
求
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

行
政
行
為
の
違
法
性
は
、
取
消
し
の
訴
え
の
訴
訟
物
で
は
な
く
前
提
間
題
た
る
点
、
な
ん
ら
疑
い
の
余
地
は
な
い
と
。

　
さ
ら
に
、
ベ
タ
ー
マ
ン
は
、
ニ
ィ
ー
ゼ
等
の
取
消
訴
訟
を
刑
訴
法
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
こ
と
に
た
い
し
、
取
消
訴
訟
の
真
の
パ
ラ
レ
ル
は
民

事
法
上
の
損
害
賠
償
請
求
お
よ
び
不
作
為
請
求
に
み
ら
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
取
消
し
の
訴
え
は
、
原
告
の
権
利
も
し
く
は
法
的
に
保
護
さ



れ
た
利
益
へ
の
、
不
適
法
な
行
政
侵
害
に
た
い
す
る
防
禦
の
訴
え
の
一
形
式
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
こ
の
権
利
も
し
く
は
利
益
の
殿
損
の
排
除

が
要
求
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
原
状
回
復
の
訴
え
も
し
く
は
否
認
の
訴
え
に
よ
る
と
同
様
に
、
虚
偽
の
主
張
、
信
頼
を
損
う
主
張
、
そ
の
他
不
法
行
為

の
要
件
事
実
を
意
味
す
る
主
張
の
撤
回
を
要
求
し
う
る
場
合
、
行
政
裁
判
上
の
取
消
し
の
訴
え
に
よ
り
、
違
法
行
政
行
為
に
よ
り
権
利
利
益
を
侵

害
さ
れ
た
と
称
す
る
者
は
、
職
権
取
下
げ
、
す
な
わ
ち
撤
回
を
意
味
す
る
行
政
行
為
の
（
遡
及
効
あ
る
）
取
消
し
を
要
求
す
る
！
こ
の
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

必
ず
し
も
行
政
庁
が
取
消
し
を
お
こ
な
う
も
の
で
は
な
い
ー
と
、
か
れ
は
説
明
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
ベ
タ
ー
マ
ン
は
、
訴
訟
物
は
判
決
の
な
か
で
な
さ
れ
る
確
認
の
対
象
、
す
な
わ
ち
．
既
判
力
の
客
体
と
一
致
す
る
と
い
う
。
そ
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
判
決
は
、
そ
れ
が
判
決
と
し
て
の
性
格
を
ゆ
う
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
確
認
判
決
と
し
て
の
性
格
を
保
持
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
ゆ
え
に
、
あ
ら
ゆ
る
判
決
は
つ
ね
に
確
認
効
を
お
よ
ぼ
し
、
不
可
争
力
の
成
立
後
に
は
、
実
質
的
確
定
力
を
お
よ
ぼ

　
　
（
5
）

す
と
い
う
。

　
な
お
、
取
消
請
求
棄
却
判
決
の
場
合
、
裁
判
所
は
取
消
請
求
権
の
不
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
取
消
請
求
認
容
判
決
の
場
合
、

裁
判
所
は
、
原
告
に
帰
属
す
る
取
消
（
判
決
）
請
求
権
を
確
認
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ベ
タ
ー
マ
ン
自
身
は
、
取
消
請
求
権
の
確
認
を
判
決
の
本
質
的
作
用
と
理
解
し
、
こ
れ
に
よ
り
裁
判
を
確
認
作
用
と
し
た
。
し

か
し
、
か
れ
の
理
論
の
他
の
一
面
に
は
、
裁
判
の
形
成
作
用
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ベ
タ
ー
マ
ン
の
訴
訟
物
概
念
に
よ
れ

ば
裁
判
所
（
も
し
く
は
行
政
庁
）
に
よ
つ
て
の
み
形
成
が
実
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
裁
判
官
の
ゆ
う
す
る
形
成
権
限
の
効
果
と
し
て
と
ら
え

る
。
し
か
も
、
こ
の
形
成
権
限
は
、
原
告
の
取
消
請
求
権
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
じ
め
て
生
じ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
私
人
は

権
利
形
成
を
す
る
権
能
を
ゆ
う
さ
な
い
。
こ
の
た
め
、
原
告
は
、
そ
の
取
消
請
求
権
を
確
認
さ
れ
て
も
、
そ
れ
の
み
に
て
は
自
己
の
権
利
利
益
を

直
接
に
保
護
さ
れ
な
い
。
請
求
権
の
確
認
は
、
原
告
の
権
利
保
護
の
前
提
要
件
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
と
い
い
え
よ
う
。

　
な
お
、
最
後
に
、
ベ
タ
ー
マ
ン
の
見
解
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
取
消
訴
訟
を
民
訴
法
上
の
形
成
訴
訟
と
同
視
す
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
　
（
二
五
五
）



　
　
　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
　
　
（
二
五
六
）

し
か
し
、
右
に
み
た
ご
と
く
、
か
れ
の
説
は
、
民
訴
法
に
お
け
る
形
成
権
説
に
な
ら
つ
て
取
消
訴
訟
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
な
い
。
か
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

説
は
、
民
訴
法
に
お
け
る
形
成
判
決
請
求
権
説
に
な
ら
つ
て
そ
の
訴
訟
物
概
念
を
構
成
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
ω
①
9
㊦
讐
即
暮
｝
名
①
器
づ
弩
q
ω
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詩
罐
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冨
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霞
く
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犀
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喜
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ε
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け
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曽
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目
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儀
器
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国
琶
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旨
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g
ぼ
く
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N
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N
①
ゆ
暮
α
＜
霞
壽
ぎ
夷
m
實
。
N
Φ
勲

　
　
U
＜
切
一
●
一
〇
経
一
一
零
（
辰
罵
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●

　
（
2
）
ω
鋒
。
讐
卑
暮
も
や
。
一
ε
9
一
①
ω
ロ
』
8
（
一
〇
9
一
①
o。
y

　
（
3
）
H
げ
一
q
こ
oo
」
O
ω
●

　
（
4
）
一
ぴ
一
山
‘
の
」
零

　
（
5
）
一
げ
帥
山
こ
の
」
O
ω
、

　
（
6
）
形
成
権
説
と
形
成
判
決
請
求
権
説
に
つ
ぎ
．
鈴
木
正
裕
・
形
成
訴
訟
の
訴
訟
物
・
民
訴
雑
誌
五
号
ご
二
四
頁
以
下
。

五
、
権
利
主
張
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
メ
ソ
ガ
ー
（
9
竃
の
夷
8
や
ワ
ッ
ケ
（
9
毒
彗
厨
）
ら
は
、
取
消
訴
訟
を
民
事
訴
訟
に
お
け
る
上
訴
に
類
似
し
た
も
の
と
み
る
。

　
メ
ソ
ガ
ー
に
よ
る
と
、
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
は
、
「
取
消
請
求
さ
れ
た
行
政
庁
の
裁
決
が
、
原
告
の
法
的
地
位
を
客
観
的
違
法
性
の
た
め
殿
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
て
い
る
と
の
権
利
主
張
」
と
し
て
構
成
す
る
。
そ
し
て
、
「
狭
義
の
抗
告
訴
訟
（
取
消
し
の
訴
え
）
に
お
け
る
訴
訟
物
は
、
実
際
に
は
単
に
再
審
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

請
求
権
（
獣
霞
冥
ま
§
鴨
㊤
累
實
仁
昌
）
で
あ
る
」
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
基
礎
に
は
、
抗
告
訴
訟
を
形
成
訴
訟
と
み
る
見
解
の
否
定
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
取
消
訴
訟
の
場
合
、
国
家
も
し
く
は

他
の
高
権
担
当
機
関
に
よ
つ
て
権
利
侵
害
が
生
じ
た
場
合
、
こ
れ
に
よ
り
そ
の
法
的
地
位
を
殿
損
さ
れ
た
者
に
、
権
利
侵
害
の
存
し
な
い
状
態
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
実
体
上
の
原
状
回
復
請
求
権
を
ド
イ
ッ
憲
法
は
あ
た
え
て
い
る
L
と
し
、
原
告
の
も
つ
て
い
る
も
の
は
、
実
体
法
上
に
お
い
て
は
、
主
観
酌
形



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

成
権
で
な
く
、
防
禦
権
も
し
く
は
原
状
回
復
請
求
権
で
あ
る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
メ
ン
ガ
ー
は
、
訴
訟
物
概
念
構
成
に
あ
た
り
、
民
訴
法
に
お
け
る
ニ
キ
イ
シ
ュ
（
＞
．
裟
募
色
の
見
解
に
同
調
す
る
か
の
よ
う
に
思

　
（
6
）

わ
れ
る
。
か
れ
、
メ
ン
ガ
ー
は
い
う
。
多
く
の
行
政
訴
訟
の
学
説
は
、
民
訴
法
の
な
か
で
最
も
ひ
ん
ば
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
訴
訟
上
の
請
求
と

し
て
の
訴
訟
物
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
正
し
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
訴
訟
物
の
定
立
は
、
ま
ず
第
一
に
、
実
質
的
既
判
力
の

問
題
に
意
義
を
ゆ
う
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
請
求
の
判
決
が
既
判
力
を
生
ず
る
と
い
う
民
事
訴
訟
法
三
二
二
条
七
項
に
新
行
政
訴
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

法
は
な
ら
つ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
取
消
し
の
訴
え
の
場
合
、
訴
訟
上
の
請
求
と
は
な
に
か
が
中
心
的
課
題
と
な
る
と
と
も
に
、
メ
ン
ガ
ー
説
の
特
色

も
こ
こ
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
「
民
訴
法
に
お
い
て
、
訴
訟
物
も
し
く
は
訴
訟
上
の
請
求
は
、
訴
申
立
中
に
な
さ
れ
た
権
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

主
張
で
あ
り
、
必
要
な
か
ぎ
り
で
、
事
実
関
係
に
よ
つ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
」

「
こ
の
意
味
で
、
訴
訟
物
は
、
原
告
の
求
め
る
権
利
保
護
が
、
原
告
に
よ
つ
て
申
立
て
ら
れ
た
形
式
で
付
与
せ
ら
る
べ
き
か
否
か
の
問
題
で
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

原
告
が
権
利
保
護
の
獲
得
の
た
め
に
な
し
た
権
利
主
張
が
、
適
切
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
ら
ば
、
右
の
権
利
主
張
と
実
体
権
と
は
い
か
な
る
関
連
を
ゆ
う
す
る
か
。
こ
の
点
、
メ
ン
ガ
ー
は
以
下
の
ご
と
く
説
明
す
る
。

　
存
在
す
る
権
利
と
単
な
る
権
利
主
張
と
の
相
違
は
、
後
老
の
場
合
、
権
利
の
実
在
が
未
だ
不
確
か
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
き
る
の
で
は
な
い
。

訴
訟
物
を
原
告
が
そ
の
存
否
を
主
張
す
る
権
利
も
し
く
は
法
律
関
係
と
の
べ
る
だ
け
で
は
、
訴
訟
物
の
本
質
を
十
分
な
明
瞭
性
を
も
つ
て
表
現
し

て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
区
別
を
こ
こ
ろ
み
る
さ
い
、
ま
ず
、
主
張
の
対
象
の
み
を
構
成
す
る
権
利
は
、
実
体
法
上
の
実
在
基
盤
（
穿
巨
窪
飼
毎
＆
－

一
轟
①
ロ
）
か
ら
分
離
し
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
訴
え
が
適
法
も
し
く
は
理
由
あ
り
や
否
や
が
問
題
と
な
る
と
き
、
一
層

の
意
義
を
も
つ
。
権
利
主
張
自
体
は
、
そ
の
申
出
に
よ
つ
て
実
在
す
る
。
そ
し
て
、
内
容
的
に
、
権
利
主
張
が
、
実
体
法
秩
序
の
範
囲
を
逸
脱
す

る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
特
定
の
権
利
主
張
に
さ
さ
え
ら
れ
る
訴
え
が
適
法
か
、
理
由
あ
り
や
の
問
題
は
、
権
利
主
張
の
本
質
に
関
係
し
な
い
。
と

　
　
　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
　
　
（
二
五
七
）



　
　
　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
　
　
（
二
五
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

り
わ
け
、
権
利
主
張
は
、
実
体
的
権
利
の
実
在
条
件
に
左
右
さ
れ
な
い
と
。

　
訴
訟
的
権
利
主
張
説
と
も
い
う
べ
き
メ
ン
ガ
ー
の
主
張
は
、
実
体
法
説
の
も
つ
理
論
的
欠
陥
を
克
服
す
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
実
体
法
説
に
よ
る

と
．
訴
え
が
棄
却
さ
れ
た
と
き
、
訴
訟
物
で
あ
つ
た
実
体
権
が
請
求
棄
却
に
よ
り
存
在
し
な
か
つ
た
こ
と
に
な
り
、
当
該
訴
訟
に
は
訴
訟
物
が
存

在
し
な
か
つ
た
と
い
う
結
果
を
回
避
し
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

　
ま
た
、
「
こ
の
権
利
主
張
は
、
法
的
性
質
決
定
の
定
ま
つ
て
い
な
い
、
一
定
内
容
の
請
求
を
そ
の
対
象
と
す
る
」
か
ら
、
取
消
請
求
の
競
合
す
る

と
き
、
そ
の
効
能
を
よ
く
発
揮
す
る
。

　
た
だ
、
右
は
、
民
訴
法
に
お
け
る
ニ
キ
イ
シ
ュ
の
見
解
を
、
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
と
い
つ
て
も
．
過
言
で
は
な
い
が
．
メ
ン
ガ
ー
は
、
右

を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
取
消
訴
訟
に
お
け
る
権
利
主
張
概
念
を
分
析
す
る
。

　
メ
ン
ガ
ー
は
、
取
消
訴
訟
の
場
合
．
潜
在
的
拘
束
力
あ
る
被
告
の
裁
決
に
た
い
す
る
原
告
の
攻
撃
が
間
題
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
も
し
、

こ
の
攻
撃
が
な
け
れ
ば
、
右
の
裁
決
に
よ
り
原
告
は
終
局
的
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
着
目
し
、
上
訴
手
続
と
の
比
較
を
こ
こ
ろ
み
る
。
す
な
わ
ち
、

か
れ
は
、
上
訴
人
の
権
利
主
張
を
検
討
し
た
の
ち
、
類
似
し
た
こ
と
は
取
消
し
の
訴
え
の
場
合
に
も
存
在
す
る
と
い
う
。
か
れ
に
よ
る
と
、
取
消

し
の
訴
え
の
基
礎
に
は
二
重
の
権
利
主
張
が
あ
る
。
一
は
、
行
政
庁
は
客
観
的
行
政
実
体
法
に
も
と
づ
い
て
、
拘
東
力
あ
る
裁
決
と
し
て
行
政
行

為
を
お
こ
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
、
行
政
庁
に
た
い
す
る
申
請
人
の
「
権
利
主
張
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
は
、
出
訴
の
対
象
と
な
つ
た
裁
決

は
、
客
観
的
法
の
侵
害
の
下
で
宣
告
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
原
告
の
不
利
益
に
な
つ
て
い
る
と
の
、
申
請
人
と
一
致
す
る
現
在
の
原
告
の
「
権
利
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

張
」
で
あ
る
。
た
だ
、
訴
訟
の
場
合
、
こ
の
権
利
主
張
の
第
二
の
面
の
み
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
、
と
い
う
。

　
一
方
、
上
訴
人
は
、
上
訴
判
決
が
形
成
効
、
す
な
わ
ち
、
当
該
取
消
請
求
さ
れ
た
判
決
の
取
消
し
、
も
し
く
は
変
更
の
効
果
を
も
つ
べ
き
だ
と

要
求
す
る
。
こ
れ
は
、
か
か
る
要
求
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
取
消
請
求
さ
れ
た
判
決
は
、
上
訴
人
に
不
利
益
な
既
判
力
を
生
ず
る
。
し
か
し
、
重

要
な
こ
と
は
、
右
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
訴
は
、
た
ん
に
形
成
の
訴
え
と
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
つ
ぎ
に
、
既
判
力
と
の
関
係
で
、
か
れ
の
訴
訟
物
概
念
を
み
る
と
、
か
れ
は
、
そ
の
概
念
構
成
に
お
い
て
、
、
客
観
的
違
法
性
の
た
め
に
」
（
前

出
九
〇
頁
）
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
れ
は
、
「
訴
訟
物
で
あ
つ
た
こ
と
が
ら
の
み
が
既
判
力
を
生
じ
う
る
。
し
た
が
つ
て
、
判
決
理
由
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

自
体
が
、
訴
訟
物
に
つ
い
て
主
文
と
直
接
に
お
よ
び
関
連
を
も
つ
て
み
ら
れ
る
範
囲
に
お
い
て
」
既
判
力
を
生
ず
る
。
し
た
が
つ
て
、
か
れ
の
説

に
よ
れ
ば
、
取
消
請
求
さ
れ
た
行
政
行
為
の
裁
判
所
に
よ
る
取
消
し
の
基
礎
に
あ
つ
た
法
的
判
断
に
、
行
政
庁
は
あ
た
ら
し
い
行
政
行
為
を
発
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
焉
）

す
る
さ
い
に
拘
束
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
拘
束
は
、
既
判
力
か
ら
の
み
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
い
う
。

　（（（（（（（（（（（（　121110987654321て））））））））））））続
と
行
政
訴
訟
手
続
と
が
、

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

　
つ
て
、

　
い
。

名
舘
冨
O
⑩
の
曾
塁
包
毒
畠
閃
①
。
壽
ξ
聾
げ
Φ
乙
零
く
の
周
壽
一
言
ロ
鴨
α
q
①
旨
壁
喜
①
p
匹
轟
9
》
影
閃
↑
刈
。
」
㎝
G。
（
一
①
ω
臣
）
．

鋸
⑦
凝
①
ぴ
o
Q
冨
一
昏
α
＄
〈
Φ
毫
暫
騨
目
鵯
瞬
＆
畠
葺
9
①
p
霧
。
算
の
ω
魯
暮
N
Φ
9
一
Φ
㎝
轟
鳩
幹
一
9
。

嵜
5
亀
ω
・
一
〇
μ
。

蜜
①
凝
①
ぴ
毎
巨
母
①
。
算
ρ
目
＼
P
oQ
’
お
ω
●

冒
①
夷
①
ン
薯
警
弩
鼠
m
奉
暑
巴
ε
眞
轟
①
浮
算
一
一
。
げ
①
ロ
即
①
。
げ
け
馨
げ
暮
N
Φ
即
お
鐸
oQ
●
一
。
伊

正
確
に
は
、
ニ
キ
イ
シ
ュ
と
メ
ソ
ガ
ー
の
権
利
主
張
概
念
は
こ
と
な
る
。

蜜
①
凝
①
ぴ
琢
箸
§
α
串
＜
①
署
巴
葺
鑛
品
＆
魯
藍
9
g
勾
①
。
騨
馨
言
9
①
望
一
。
鐸
oQ
●
一
。
一
．

騨
箆
亀
の
。
一
臼
。

一
三
山
こ
の
．
一
①
一
強

浮
箆
亀
oQ
．
一
①
い
o
．

同
げ
一
α
亀
ω
．
一
①
P

飼
菖
皇
ω
」
8
い
な
お
、
こ
の
点
に
か
ん
す
る
メ
ソ
ガ
ー
の
見
解
を
や
や
詳
し
く
の
べ
る
と
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
多
く
の
著
者
は
、
第
一
の
側
面
を
強
調
し

取
消
し
の
訴
え
が
一
つ
の
形
成
の
訴
え
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
結
論
は
誤
り
で
あ
ろ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
行
政
手
続
上
の
「
権
利
主
張
」
（
第
一
の
側
面
）
は
、
行
政
手

　
　
　
　
　
　
　
　
三
権
分
立
に
も
と
づ
く
区
別
の
た
め
、
行
政
訴
訟
手
続
に
お
い
て
は
背
後
に
し
り
ぞ
く
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

一
三
山
亀
ω
，
一
寒
。

一
瓢
曾
ψ
一
象
。

上
述
の
と
こ
ろ
よ
り
、
メ
ソ
ガ
ー
の
権
利
主
張
概
念
と
、
ニ
キ
イ
シ
ュ
の
そ
れ
と
の
間
に
は
、
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
メ
ン
ガ
ー
は
、
ニ
キ
イ
シ
ュ
に
な
ら

　
訴
訟
上
の
請
求
（
訴
訟
物
）
を
権
利
主
張
と
理
解
し
た
。
し
か
し
、
メ
ソ
ガ
ー
の
い
う
権
利
主
張
に
対
応
す
る
ー
ニ
キ
イ
シ
ュ
の
い
う
意
味
で
の
ー
実
体
権
は
考
え
ら
れ
な

換
言
す
れ
ば
、
メ
ン
ガ
ー
の
い
う
権
利
主
張
が
、
裁
判
所
に
よ
つ
て
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
訴
訟
上
の
請
求
権
が
裁
判
外
の
請
求
権
に
転
化
・
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら

抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
　
（
二
五
九
）



　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物

な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

メ
ン
ガ
ー
の
い
う
権
利
主
張
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
な
ぜ
原
告
は
権
利
保
護
を
獲
得
で
ぎ
る
の
だ
ろ
う
か
。

九
四

（
二
六
〇
）

六
、
純
訴
訟
的
訴
訟
物
説

　
A
　
二
元
的
訴
訟
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
リ
ュ
ケ
（
ρ
冨
ざ
）
は
、
「
行
政
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
物
は
．
原
告
が
一
定
の
事
実
関
係
に
基
づ
い
て
申
し
立
て
た
裁
判
の
要
求
で
あ
る
。
」
と
い

う
o　

リ
ュ
ケ
は
、
従
来
の
取
消
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
物
の
探
求
に
た
い
し
、
訴
訟
物
概
念
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
訴
え
に
つ
き
統
一
的
概
念
と
し
て

把
握
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
か
か
る
目
的
達
成
に
こ
そ
、
訴
訟
物
の
理
論
的
・
実
際
的
価
値
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
た
つ

て
各
種
の
訴
訟
法
を
比
較
検
討
す
る
と
き
、
民
訴
法
の
訴
訟
物
論
が
、
行
政
訴
訟
の
訴
訟
物
研
究
に
も
つ
と
も
参
考
に
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
前
提
に
た
ち
な
が
ら
、
か
れ
は
、
訴
訟
物
に
二
つ
の
等
価
の
構
成
要
素
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
判
決
要
求
と
事
実
関
係
が
そ
れ

で
あ
る
。
前
老
は
、
訴
申
立
に
よ
り
表
示
さ
れ
、
原
告
の
行
政
行
為
に
た
い
す
る
権
利
主
張
を
包
含
す
る
。
こ
の
判
決
要
求
の
同
一
性
は
、
訴
訟

の
同
一
性
に
と
つ
て
決
定
的
で
は
あ
る
が
、
判
決
要
求
は
、
訴
訟
物
を
特
定
す
る
に
は
向
い
て
い
な
い
。
後
者
の
事
実
関
係
は
、
問
題
と
さ
れ
て

い
る
行
政
行
為
に
よ
つ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
事
実
関
係
が
請
求
原
因
を
な
す
と
と
も
に
そ
れ
と
一
致
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

原
因
が
訴
訟
物
を
特
定
し
、
か
つ
．
判
決
要
求
の
理
由
づ
け
に
も
役
立
つ
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
行
政
行
為
そ
の
も
の
は
、
訴
訟
物
の
一
部
分
で
は
な
く
、
判
決
要
求
の
特
定
に
役
立
つ
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
請

求
原
因
は
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
行
政
行
為
に
よ
つ
て
規
制
さ
れ
た
具
体
的
生
活
事
実
関
係
と
一
致
す
る
と
と
も
に
、
判
決
要
求
を
正
当
化
す
る

の
に
適
し
て
い
る
す
べ
て
の
事
実
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
考
察
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
訴
訟
上
の
請
求
権
概
念
と
し
て
の
行
政
行
為
取
消
請
求
権
が
、
固
有
の
訴
訟
上
の
請
求
権
と
し
て
組



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
の
べ
る
。

　
原
告
は
、
行
政
行
為
が
違
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
つ
て
、
行
政
庁
に
向
け
ら
れ
た
請
求
権
た
る
、
行
政
行
為
の
取
消
請
求
権
を
も
つ
。
し

か
し
、
そ
の
場
合
、
違
法
性
が
一
つ
の
暇
疵
に
も
と
づ
く
か
、
多
数
の
暇
疵
に
も
と
づ
く
か
は
問
題
で
な
い
。
一
方
、
原
告
は
、
同
一
の
目
標
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
の

向
け
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
実
体
法
上
の
請
求
権
を
主
張
す
る
よ
う
な
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
と
く
に
、
行
政
に
関
す
る
通
常
の
給
付
訴

訟
（
た
と
え
ば
、
国
に
た
い
ー
）
百
万
円
を
支
払
え
と
い
う
要
求
に
つ
き
、
公
務
員
の
地
位
確
認
を
前
提
と
し
た
給
料
支
払
請
求
と
、
違
法
解
職
処
分
に
も
と
づ
く
損

害
賠
償
請
求
の
ご
と
き
で
あ
ろ
う
…
－
筆
者
註
）
の
場
合
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
可
能
性
の
み
よ
り
し
て
も
、
行
政
訴
訟
の

訴
訟
物
を
実
体
法
上
の
請
求
権
概
念
か
ら
解
放
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
さ
ら
に
、
理
由
の
な
い
訴
え
の
訴
訟
物
、
訴
訟
判
決
の
既
判
力
等
を
考
え

る
と
、
行
政
訴
訟
に
お
い
て
も
、
訴
訟
物
は
、
実
体
権
と
は
本
質
的
に
異
る
訴
訟
法
の
要
請
に
合
わ
せ
て
構
成
さ
る
べ
き
訴
訟
上
の
請
求
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
つ
ぎ
に
、
取
消
し
の
訴
え
は
、
除
去
の
訴
え
お
よ
び
不
作
為
の
訴
え
と
し
て
の
制
度
上
の
機
能
を
は
た
す
。
詳
言
す
れ
ば
、
原
告
は
、
取
消
訴

訟
に
よ
つ
て
、
行
政
庁
に
よ
る
行
政
行
為
の
除
去
を
も
と
め
、
併
せ
て
、
事
実
状
態
・
法
律
状
態
が
変
ら
ぬ
か
ぎ
り
、
同
一
内
容
の
侵
害
を
将
来

も
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
実
体
上
の
請
求
権
を
ゆ
う
す
る
旨
の
主
張
を
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
訴
申
立
の
方
式
と
し
て
は
、
形
成
訴
訟
と
し
て
の
取

消
訴
訟
の
構
成
に
し
た
が
つ
て
、
形
式
上
、
行
政
裁
判
所
に
よ
る
行
政
行
為
の
取
消
し
を
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
申
立
て
に
は
、
同
一
の
違

法
を
将
来
も
お
こ
な
つ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
行
政
庁
に
命
ず
る
こ
と
を
求
め
る
要
求
を
ふ
く
む
。
し
た
が
つ
て
、
特
定
的
・
個
別
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
“

な
行
政
行
為
は
、
訴
訟
物
の
部
分
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
後
述
の
一
元
的
訴
訟
論
に
た
い
し
、
こ
の
学
説
は
、
事
実
関
係
を
訴
訟
物
の
構
成
要
素
の
一
に
数
え
る
こ
と
に
特
色
を
も
つ
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
き
利
点
を
も
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
①
訴
訟
に
お
い
て
、
行
政
行
為
の
理
由
の
差
し
か
え
を
制
限
す
る
。
訴
訟
物
と
し
て
の
請
求
原
因
と
異
な
る
理
由
を
、
当
事
者
双
方
は
提
出
し
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）
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二
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え
な
い
。
も
し
、
被
告
行
政
庁
が
異
な
る
請
求
原
因
を
主
張
で
き
る
と
す
れ
ば
、
国
民
の
法
律
生
活
の
安
定
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
裁
判

所
が
釈
明
権
の
行
使
を
と
お
し
て
別
の
請
求
原
因
を
演
述
さ
せ
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
裁
判
権
の
行
政
権
へ
の
越
権
の
お
そ
れ
が
生
じ
る
。
し
た
が

つ
て
、
二
元
説
に
よ
れ
ぽ
、
国
民
の
法
律
生
活
の
安
定
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
裁
判
所
に
よ
る
行
政
へ
の
過
度
の
介
入
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
。　

②
係
争
行
政
行
為
の
既
判
力
あ
る
取
消
し
の
た
め
に
、
官
庁
は
、
勝
訴
原
告
に
た
い
し
て
同
じ
行
為
を
あ
ら
た
に
発
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
。

そ
し
て
、
行
政
行
為
の
同
一
性
が
こ
こ
で
間
題
と
な
る
。
こ
れ
は
、
処
分
原
因
を
ど
の
程
度
ま
で
こ
と
な
ら
し
む
れ
ぽ
、
処
分
事
項
の
同
一
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

政
行
為
を
、
同
一
の
国
民
に
た
い
し
て
お
こ
な
い
う
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
基
準
を
請
求
原
因
に
も
と
め
よ
う
と
す
る
の
が
、
こ

の
説
の
特
色
で
あ
る
。

　
右
の
リ
ュ
ケ
の
主
張
に
た
い
し
、
つ
ぎ
の
ご
と
き
疑
問
が
生
じ
る
。

　
①
国
民
の
法
律
生
活
の
安
定
と
い
う
見
地
に
た
て
ば
、
紛
争
の
抜
本
的
解
決
が
望
ま
し
い
。
請
求
原
因
し
た
が
つ
て
処
分
原
因
を
訴
訟
物
の
構

成
要
素
と
し
て
固
定
す
る
か
ぎ
り
、
訴
訟
係
属
中
の
み
な
ら
ず
取
消
判
決
の
確
定
後
で
さ
え
も
、
処
分
原
因
が
こ
と
な
れ
ば
、
実
質
的
に
み
れ
ぽ

同
一
の
行
政
行
為
が
繰
返
え
さ
れ
る
（
処
分
事
項
を
同
じ
く
し
、
処
分
原
因
を
異
に
す
る
行
政
行
為
の
繰
返
し
）
。
請
求
原
因
を
訴
訟
物
と
せ
ず
、
攻
撃
防

禦
の
方
法
と
す
れ
ば
、
被
告
は
、
当
該
訴
訟
に
お
い
て
、
他
の
処
分
原
因
も
主
張
で
き
、
し
た
が
つ
て
、
原
告
も
こ
れ
を
防
禦
し
え
、
裁
判
官
は
、

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
法
的
判
断
を
下
し
う
る
。
こ
れ
は
、
処
分
の
な
さ
れ
る
た
め
の
、
諸
種
の
処
分
原
因
（
事
実
審
の
最
終
口
頭
弁
論
時
に
お
け
る
明

示
的
・
黙
示
的
）
を
、
訴
訟
に
お
い
て
捕
捉
し
、
解
決
し
う
る
こ
と
と
な
る
（
後
述
一
元
的
訴
訟
理
論
参
照
）
。

　
②
リ
ュ
ケ
は
、
形
成
判
決
は
既
判
力
な
ら
び
に
遮
断
効
を
生
ず
る
と
い
う
前
提
に
た
つ
。
そ
し
て
、
遮
断
効
は
、
訴
訟
物
の
構
成
要
素
た
る
請

求
原
因
の
ひ
ろ
が
り
に
及
ぶ
と
す
る
が
、
む
し
ろ
、
遮
断
効
の
お
よ
ぶ
範
囲
は
、
こ
の
請
求
原
因
に
よ
つ
て
限
界
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
請
求
原
因
の
総
和
た
る
事
実
関
係
を
訴
訟
物
の
構
成
要
素
と
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。



　
③
請
求
原
因
は
、
判
決
要
求
を
理
由
づ
け
る
の
に
役
立
つ
と
い
う
。
他
方
、
判
決
要
求
を
実
体
法
上
の
権
利
が
理
由
づ
け
る
。
し
た
が
つ
て
、

実
体
権
は
請
求
原
因
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
る
と
き
、
請
求
原
因
は
訴
訟
物
の
構
成
要
素
で
あ
る
ゆ
え
、
実
体
法
上
の
権
利
が
訴
訟

物
の
構
成
要
素
の
一
と
な
り
．
実
体
権
が
訴
訟
上
の
権
利
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
請
求
権
競
合
の
場
合
の
統
一
的
解
決
を
は
か
ろ
う

と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
新
説
的
立
場
に
た
つ
、
リ
ュ
ケ
の
理
論
と
矛
盾
す
る
結
果
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
④
行
政
行
為
の
取
消
し
を
も
と
め
る
一
つ
の
一
体
的
申
立
て
の
み
が
な
さ
れ
る
と
き
で
も
、
二
元
説
に
よ
れ
ば
、
あ
る
と
き
は
訴
え
の
併
合
と

な
り
、
あ
る
と
き
は
訴
え
の
変
更
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
「
も
し
も
取
消
請
求
原
告
が
申
立
て
を
も
つ
て
旅
館
営
業
許
可
の
取
下
げ
を
再
び
取
消

す
べ
し
と
の
訴
え
を
提
起
し
、
そ
し
て
、
か
れ
が
こ
の
訴
え
を
、
拒
絶
の
た
め
の
事
実
が
飲
食
店
法
二
条
一
項
二
号
お
よ
び
三
号
（
同
法
一
二
条
二

項
一
号
）
に
よ
れ
ぽ
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
外
に
、
代
理
人
が
そ
の
営
業
を
お
こ
な
つ
て
も
よ
い
と
い
う
許
可
が
趣
旨
ど
お

り
に
付
与
さ
れ
た
こ
と
で
根
拠
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
、
こ
の
説
は
そ
の
コ
・
ラ
リ
ー
と
し
て
訴
え
の
併
合
を
み
と
め
ね
ば
な
る
ま
い
」
。

し
か
し
、
「
も
し
も
、
取
消
請
求
原
告
が
．
ま
ず
、
飲
食
店
法
一
二
条
二
項
四
号
の
事
実
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
の
み
を
演
述
し
、
そ
し
て
、

か
れ
が
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
も
し
く
は
書
記
官
を
と
お
し
て
行
政
庁
に
飲
食
店
法
一
二
条
二
項
一
号
に
し
た
が
つ
て
手
続
を
ふ
む
よ
う
要
求
し

た
と
こ
ろ
の
事
実
が
存
在
し
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
訴
え
の
客
観
的
併
合
が
、
訴
え
の
変
更
の
形
で
存
在
し

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
」
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9
）

　
な
お
、
こ
の
二
元
説
に
属
す
る
者
と
し
、
べ
ー
ル
（
型
顕
日
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
1
）
　
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ュ
ケ
（
中
野
貞
一
郎
訳
）
「
行
政
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
物
と
判
決
の
効
力
」
民
商
法
雑
誌
コ
言
写
四
六
頁
。
な
お
、
リ
ュ
ケ
に
は
、
U
忠
聖
邑
眞
①
鴨
匿
鼠
民

　
　
ぎ
N
三
一
－
β
昌
く
霞
宅
毘
葺
ロ
撃
鷲
9
＆
」
O
関
と
い
う
ハ
ビ
リ
タ
チ
ィ
オ
ソ
論
文
が
あ
る
が
入
手
し
て
い
な
い
の
で
、
リ
ュ
ケ
の
見
解
は
、
右
掲
論
文
よ
り
引
用
し
た
。

　
（
2
）
　
リ
ュ
ケ
、
前
掲
三
〇
頁
以
下
。

　
（
3
）
　
リ
ュ
ケ
、
前
掲
二
七
頁
以
下
。

　
（
4
）
　
リ
ュ
ケ
、
前
掲
三
四
頁
以
下
。
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二
六
三
）
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（
5
）
　
極
端
な
例
と
し
、
取
消
訴
訟
の
係
属
中
、
行
政
庁
が
同
帰
内
容
の
行
政
行
為
を
改
め
て
お
こ
な
つ
て
も
．
判
決
要
求
は
．
自
動
的
に
第
二
の
行
政
行
為
の
上
に
拡
が
り
、
訴
訟

物
は
、
第
一
・
第
二
の
行
政
行
為
に
か
ん
し
同
一
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
別
個
独
立
の
訴
え
を
提
起
す
る
必
要
が
な
い
。
同
様
に
、
行
政
庁
が
．
既
判
力
の
発
生
す
る
前
ま
た
は

発
生
し
た
後
で
、
取
消
さ
れ
た
行
為
を
あ
ら
た
に
お
こ
な
つ
て
も
、
訴
訟
物
の
同
一
性
は
変
ら
な
い
（
リ
ュ
ケ
、
前
掲
三
五
頁
）
。

（
6
）
　
リ
ュ
ケ
、
前
掲
四
四
頁
。

（
7
）
既
判
力
の
遮
断
効
は
請
求
原
因
の
枠
内
に
お
い
て
作
用
す
る
。
こ
の
た
め
、
既
判
力
の
範
囲
が
行
政
機
関
の
活
動
の
邪
魔
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
公
の
利
益
に
役
立
つ
と
い
う
。

　
リ
ュ
ケ
、
前
掲
四
二
・
四
四
頁
。

（
8
）
　
設
例
は
、
山
鶏
獣
①
旦
∪
霞
O
品
Φ
霧
鼠
β
α
ぎ
く
零
毒
巴
9
轟
呂
8
N
＆
堕
ご
怒
oo
堕
卜
o
い
⊃
ω
に
よ
つ
た
。

（
9
）
田
ぼ
堕
9
。
暴
器
鴨
げ
一
醤
Φ
閃
①
昌
一
甲
茸
q
留
。
三
霞
①
暁
弩
α
帥
①
の
＆
。
｝
自
魯
①
切
①
霞
琶
一
§
駒
＜
9
＜
。
暑
巴
言
品
罵
騨
①
ダ
一
8
S

　
B
　
一
元
的
訴
訟
理
論

　
ハ
ウ
シ
ュ
タ
イ
ン
（
Ω
出
き
§
ε
は
、
訴
訟
物
と
は
、
一
般
的
に
表
現
す
る
と
、
訴
申
立
に
表
示
さ
れ
た
判
決
を
求
め
る
要
求
で
あ
り
、
取
消

の
訴
え
に
か
ぎ
つ
て
み
れ
ば
、
訴
訟
物
は
行
政
行
為
の
取
消
し
を
求
め
る
要
求
、
も
し
く
は
、
一
部
取
消
し
、
変
更
を
求
め
る
要
求
で
あ
る
と
い

（
1
）

う
。　

か
れ
も
ま
た
、
行
政
裁
判
所
の
主
た
る
課
題
を
、
法
秩
序
の
妥
当
性
の
審
査
で
な
く
、
個
人
の
権
利
保
護
と
断
ず
る
。
そ
し
て
、
種
々
の
行
政

裁
判
所
法
に
お
け
る
訴
訟
物
の
表
現
を
検
討
す
る
と
き
、
「
請
求
」
と
い
う
表
現
が
「
訴
訟
物
」
と
同
義
の
概
念
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

さ
ら
に
、
訴
訟
上
の
請
求
は
、
あ
ら
ゆ
る
訴
え
に
つ
い
て
同
じ
よ
う
に
妥
当
す
る
内
容
を
も
つ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
実
体
上
の

請
求
と
訴
訟
上
の
請
求
と
を
同
置
す
る
と
、
そ
こ
に
不
都
合
の
生
ず
る
こ
と
を
指
摘
し
、
訴
訟
物
は
、
訴
訟
外
の
法
（
き
ゅ
突
鷲
。
N
①
器
量
巨
寄
。
琶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
由
来
す
る
も
の
で
な
く
、
専
ら
、
訴
訟
法
上
の
制
度
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

　
つ
ぎ
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
法
八
二
条
は
、
「
訴
え
に
は
、
原
告
、
被
告
お
よ
び
訴
訟
物
を
表
示
し
、
か
つ
、
一
定
の
申
立
て
を
か
か
げ
る
こ

と
を
要
す
る
。
理
由
づ
け
に
役
立
つ
事
実
お
よ
び
証
拠
方
法
を
か
か
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
…
…
」
と
あ
る
。
こ
の
規
定
を
中
心
と
し
、
ハ
ウ
シ



ユ
タ
イ
ン
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
き
説
明
を
お
こ
な
う
。
す
な
わ
ち
、
一
定
の
申
立
て
が
あ
ら
ゆ
る
訴
状
の
核
心
部
分
で
あ
り
、
訴
申
立
は
法
的
紛
争

の
中
心
点
で
あ
る
。
ま
た
、
訴
申
立
は
判
決
要
求
を
ふ
く
ん
で
お
り
、
給
付
命
令
も
し
く
は
確
認
さ
れ
た
権
利
変
動
の
要
求
を
ふ
く
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

し
た
が
つ
て
、
訴
申
立
は
、
要
求
に
よ
つ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
権
利
主
張
に
よ
つ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ぎ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
〉

権
利
主
張
が
そ
の
基
礎
に
も
つ
て
い
る
と
こ
ろ
の
事
実
関
係
が
請
求
原
因
で
あ
り
、
こ
の
事
実
関
係
は
、
「
訴
訟
物
」
概
念
の
訴
申
立
と
な
ら
ぶ

等
価
の
要
素
で
な
い
が
、
訴
訟
物
を
特
徴
づ
け
る
の
に
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
訴
え
を
理
由
づ
け
る
た
め
に
役
立
つ
。
そ
れ
ゆ
え
、
訴
申
立
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

訴
訟
物
に
と
つ
て
決
定
的
で
あ
り
、
こ
の
訴
申
立
か
ら
判
決
要
求
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
取
消
し
の
訴
え
の
場
合
、
複
数
も
し
く
は
単
一
の
訴
訟
物
に
つ
い
て
複
数
も
し
く
は
単
一
の
訴
申
立
が
裁
決
さ
れ
る
。
取
消
請
求
原
告
が
行
政

行
為
の
取
消
し
を
要
求
す
る
と
き
、
か
れ
は
こ
の
要
求
に
つ
い
て
一
つ
の
裁
決
の
み
を
も
と
め
る
の
で
あ
り
、
こ
の
目
標
に
到
達
す
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

か
れ
が
複
数
の
事
実
関
係
を
演
述
し
よ
う
と
も
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
元
的
訴
訟
物
説
に
よ
れ
ば
、
同
じ
訴
申
立
（
要
求
）
は
、
一
つ
の
訴
訟
上
の
請
求
の
み
を
生
じ
さ
せ
る
。
訴
え
の
客
観
的
併

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

合
は
、
複
数
の
訴
訟
上
の
請
求
（
訴
訟
物
）
が
一
つ
の
訴
え
に
お
い
て
結
合
さ
れ
た
と
き
に
お
こ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
一
つ
の
事
実
関
係
も
し

く
は
種
々
の
事
実
関
係
が
訴
え
の
基
礎
に
あ
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
な
い
。
　
一
方
、
複
数
の
事
実
関
係
に
も
と
づ
い
て
い
て
も
、
一
つ
の
訴
申
立

で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
こ
に
複
数
の
訴
訟
上
の
請
求
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
行
政
庁
が
旅
館
営
業
許
可
を
法
定
理
由
の
一
つ
に
よ

り
撤
回
し
、
こ
れ
に
た
い
し
取
消
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
、
当
該
要
求
は
、
原
告
が
一
つ
の
事
実
関
係
に
よ
つ
て
理
由
づ
け
て
も
、
二
つ
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
事
実
関
係
に
お
い
て
理
由
づ
け
て
も
、
こ
の
場
合
、
訴
訟
物
は
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
事
実
関
係
は
、
訴
訟
物
の
部
分
で
な
い
。
し
か
し
、
二
元
論
の
ご
と
く
、
事
実
関
係
を
訴
訟
物
の
部
分
と
考
え
る
と
、
極
端
な

場
合
、
複
数
の
事
実
関
係
は
、
複
数
の
訴
訟
上
の
請
求
を
生
ぜ
し
め
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
請
求
の
う
ち
の
一
つ
に
つ
い
て
の
独
立
の
終
局
判
決
の

　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

可
能
性
を
生
ぜ
し
め
、
甚
だ
奇
異
な
結
果
を
ま
ね
く
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
　
　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
　
（
二
六
五
）



　
　
　
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹
○
○
　
　
　
（
二
六
六
）

　
つ
ぎ
に
、
訴
え
の
一
部
棄
却
判
決
は
、
一
つ
の
行
政
行
為
で
は
あ
る
が
、
内
容
上
独
立
な
複
数
の
規
制
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
ー
た
と
え
ぽ
、

水
路
法
上
の
許
可
処
分
に
総
計
一
〇
個
の
負
担
が
附
さ
れ
、
原
告
が
そ
の
う
ち
第
二
・
五
・
八
の
負
担
を
攻
撃
し
、
そ
の
取
消
し
を
も
と
め
る
場

合
f
に
の
み
お
こ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
場
合
、
原
告
は
、
一
つ
の
裁
決
で
な
く
、
三
つ
の
裁
決
を
も
と
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

が
つ
て
、
訴
訟
物
は
三
個
存
在
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
訴
え
の
変
更
は
、
訴
訟
物
の
変
更
で
あ
り
、
と
く
に
．
こ
の
一
元
論
に
よ
る
か
ぎ
り
、
訴
申
立
が
変
更
さ
れ
る
と
き
に
の
み
お
こ
り
う

る
。
訴
え
の
変
更
は
、
最
初
に
提
起
さ
れ
た
請
求
の
代
り
に
、
も
し
く
は
、
そ
れ
と
な
ら
ん
で
一
つ
の
新
ら
し
い
訴
訟
上
の
請
求
が
提
起
さ
れ
た

場
合
に
お
こ
り
う
る
。
そ
し
て
、
後
者
の
場
合
は
、
追
加
的
な
訴
え
の
客
観
的
併
合
の
形
を
と
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
こ
れ
ら
の
間
で
、

訴
訟
物
が
同
一
な
り
や
否
や
が
問
題
と
な
り
、
新
ら
し
い
訴
訟
物
が
古
い
訴
訟
物
と
同
一
で
あ
る
か
ぎ
り
、
外
形
的
に
右
の
形
を
と
つ
て
も
、
そ

こ
に
は
、
訴
え
の
変
更
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
つ
て
、
訴
え
の
変
更
は
、
新
ら
し
い
訴
申
立
に
つ
い
て
み
る
と
、
最
初
の
請
求
に

別
の
請
求
が
く
わ
え
ら
れ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
最
初
の
請
求
と
は
別
個
の
請
求
に
あ
た
る
申
立
て
で
あ
る
場
合
に
の
み
お
こ
つ
て
く
る
。

　
な
お
、
こ
の
一
元
論
者
と
し
、
ミ
ュ
フ
ェ
ル
マ
ン
（
鯨
竃
篤
Φ
一
暴
暮
）
、
メ
ル
ク
（
≦
・
竃
①
詩
）
、
ス
テ
ィ
！
フ
ル
（
ω
蔚
ε
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
串

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ω
号
且
色
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
次
第
に
そ
の
数
を
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
（
1
）
頃
窪
器
量
∪
霞
ω
マ
①
一
眞
品
Φ
扉
β
呂
ぎ
＜
①
プ
轟
一
言
夷
・
鷺
。
N
＆
這
9
0。
レ
①
ω
植
ω
。
一
〇。
ρ

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

H
画
α
；
ψ
8
い
ω
。
臼
h
●

冒
箆
．
℃
¢
O
需
。

H
三
α
二
の
●
置
9
ω
。
一
お
。

H
三
山
こ
の
●
置
ω
℃
の
・
一
認
。

H
げ
崔
．
》
の
●
目
ω
。

同
三
山
も
の
・
曽
一
●

守
達
ζ
の
●
曽
P



（
9
）
H
げ
一
q
も
の
●
一
〇
刈
●

（
1
0
）
　
た
と
え
ば
、
A
・
B
・
C
の
事
実
関
係
に
お
い
て
、
A
に
も
と
づ
く
請
求
に
つ
き
判
決
を
な
す
に
熟
し
た
と
き
請
求
棄
却
の
判
決
を
な
す
と
、
請
求
認
容
の
可
能
性
を
も
つ
B
・

C
に
も
と
づ
く
請
求
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
現
実
的
矛
盾
が
生
ず
る
．

（
n
）
　
頃
鎧
警
Φ
一
7
8
9
9
一
こ
¢
ω
一
P

（
1
2
）
蜜
島
①
一
暴
暮
一
U
δ
。
三
①
屏
試
く
①
づ
Ω
冨
目
窪
山
理
暴
ぴ
3
。
一
H
窪
即
①
。
算
降
声
津
ω
ぴ
窪
①
韻
①
ぎ
注
酵
①
憶
9
邑
げ
9
一
8
伊
oQ
’
一
。
ド

竃
①
吋
ぎ
U
①
暮
零
げ
Φ
の
く
霞
妻
巴
葺
凝
巽
①
畠
一
一
ω
②
●
鱒
口
零
ρ
¢
一
8
鐸

の
一
一
①
騰
①
ど
ギ
。
N
①
ゆ
置
8
毒
α
ω
マ
。
陣
品
①
讐
房
鼠
且
碁
＜
①
毫
巴
言
畠
ω
胃
。
N
①
㊥
2
『
名
お
翼
一
刈
o。
o。

。

の
魯
昌
山
“
蓉
ヨ
ω
訂
Φ
一
黄
轟
Φ
覆
鼠
昌
山
理
＜
Φ
毫
巴
ε
轟
轟
①
二
9
藍
畠
睾
卜
蔦
の
3
言
品
爵
一
品
9
9
く
一
8
卜
。
堕
お
P

七
、
む
　
す
　
び

　
抗
告
訴
訟
を
も
つ
と
も
単
純
・
素
朴
な
形
で
表
現
す
る
と
、
行
政
庁
の
拒
否
な
い
し
積
極
的
な
処
分
に
よ
り
、
自
己
の
権
利
利
益
を
侵
害
せ
ら

れ
た
と
す
る
者
が
、
当
該
行
政
行
為
を
取
消
せ
と
い
う
請
求
を
裁
判
所
に
お
こ
な
う
。
し
た
が
つ
て
、
裁
判
所
は
、
当
該
行
政
行
為
を
取
消
す
と

か
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
と
か
の
回
答
を
お
こ
な
う
。
こ
の
た
め
、
請
求
の
対
象
は
当
該
行
政
行
為
だ
と
す
る
、
素
朴
的
な
形
の
、
行
政
行

為
説
が
ま
ず
誕
生
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
．
最
高
裁
・
昭
四
二
・
九
・
一
九
判
決
（
前
出
八
二
頁
）
の
例
で
間
題
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
本
件
事
実
は
、
某
事
業
年
度
に
お
け
る
原

告
会
社
の
法
人
税
確
定
申
告
に
お
け
る
所
得
金
額
百
六
万
六
千
七
百
円
を
、
原
告
が
他
人
に
著
し
い
低
額
で
資
産
譲
渡
を
お
こ
な
つ
た
件
に
つ

き
、
当
該
資
産
の
価
格
と
の
差
額
を
贈
与
と
み
な
し
こ
れ
を
寄
附
金
と
し
て
取
扱
い
、
昭
和
三
三
年
三
旦
三
日
附
で
、
右
年
度
所
得
金
額
を
二

百
四
十
二
万
三
千
百
円
と
す
る
更
正
処
分
を
お
こ
な
つ
た
（
第
一
次
更
正
処
分
）
。
こ
の
場
合
、
更
正
処
分
た
る
行
政
行
為
を
争
う
と
い
う
こ
と
は
、

従
来
の
考
え
方
に
よ
る
と
、
原
告
は
、
公
定
力
あ
る
行
政
行
為
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
法
律
関
係
は
違
法
（
法
人
税
法
該
当
条
項
違
反
）
だ
か

ら
、
更
正
処
分
は
効
力
な
く
、
し
た
が
つ
て
更
正
に
と
も
な
う
増
加
税
額
を
払
う
必
要
な
し
と
い
う
主
張
と
な
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
紛
争
を
理
解
す
る
と
、
紛
争
の
真
の
対
象
は
．
当
該
行
政
行
為
の
背
後
に
あ
る
違
法
性
で
あ
り
、
ニ
ィ
ー
ゼ
等
の
違
法
性
説
が

登
場
し
て
く
る
。
そ
し
て
．
こ
の
学
説
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
強
力
に
支
持
さ
れ
た
。
し
か
し
．
こ
の
支
持
は
、
新
訴
訟
物
理
論
を
意
識
し
な

が
ら
、
な
お
か
つ
、
違
法
性
説
を
支
持
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぽ
、
違
法
性
説
は
、
新
訴
訟
物
理
論
よ
り
す
れ
ば
、

も
つ
と
も
よ
き
攻
撃
目
標
と
な
る
べ
き
は
ず
で
あ
る
。
わ
が
国
の
こ
の
説
支
持
の
理
由
は
、
権
力
分
立
論
と
の
関
係
、
な
ら
び
に
、
民
訴
法
に
お

け
る
形
成
訴
訟
と
抗
告
訴
訟
の
差
異
の
認
識
に
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
る
と
、
さ
き
の
例
に
お
い
て
、
か
り
に
寄
附
金
と
み
る
こ
と
が
違
法
と
し
て
、

更
正
処
分
が
取
消
さ
れ
た
な
ら
ば
、
他
日
、
再
び
同
一
理
由
に
も
と
づ
く
更
正
処
分
（
金
額
の
異
同
に
か
か
わ
ら
ず
）
の
繰
返
し
は
防
止
で
き
る
。

ま
た
、
裁
判
所
の
お
こ
な
う
と
こ
ろ
は
違
法
の
判
断
に
と
ど
ま
り
、
権
力
分
立
の
た
て
ま
え
か
ら
い
つ
て
も
妥
当
で
あ
り
、
ま
た
、
民
訴
法
に
お

い
て
通
常
考
え
ら
れ
て
い
る
形
成
訴
訟
と
抗
告
訴
訟
に
お
け
る
判
決
の
形
成
力
の
差
異
を
も
十
分
に
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
で
も
て

は
や
さ
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
一
部
に
は
．
ニ
ィ
ー
ゼ
は
．
抗
告
訴
訟
を
刑
事
訴
訟
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
と
い
う
点
を
、
特
色
と
し
あ

る
い
は
批
判
す
る
む
き
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
種
の
比
喩
と
し
て
う
け
と
め
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
問
題
は
、
訴
え
の
変
更
や
併
合
の
と

こ
ろ
に
お
こ
つ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
つ
い
で
、
ベ
タ
ー
マ
ン
説
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
抗
告
訴
訟
と
民
訴
の
形
成
訴
訟
と
を
同
視
す
る
と
か
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
行
政
権
と
司

法
権
の
関
係
に
お
い
て
批
判
を
う
け
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
、
ベ
タ
ー
マ
ン
の
真
意
と
若
干
異
る
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
説
は
学
説
史
的
に
み
る
と
、
旧
説
に
基
盤
を
も
ち
な
が
ら
も
、
純
粋
訴
訟
法
説
へ
移
行
す
る
た
め
に
は
、
是
非
通
過
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
一
種
の
過
渡
的
役
割
を
は
た
す
も
の
と
お
も
う
。

　
メ
ン
ガ
ー
の
学
説
は
、
通
常
、
抗
告
訴
訟
を
民
訴
法
に
お
け
る
上
訴
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、

旧
憲
法
時
代
、
抗
告
訴
訟
を
上
訴
に
た
と
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
こ
れ
は
、
メ
ン
ガ
ー
ほ
ど
の
深
い
意
味
を
も
つ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
メ
ン
ガ
ー
説
の
特
色
は
、
抗
告
訴
訟
の
形
成
訴
訟
性
の
否
定
に
あ
る
。
た
だ
、
抗
告
訴
訟
を
上
訴
と
み
る
と
．
第
一
審
に
あ
た
る
も
の
が



行
政
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
第
一
審
判
決
（
も
ち
ろ
ん
裁
判
所
に
お
け
る
）
と
、
行
政
行
為
（
行
政
庁
に
お
け
る
）
と
を
等

置
し
う
る
も
の
か
ど
う
か
に
難
点
が
な
い
わ
け
で
な
い
。
一
方
、
結
果
の
成
否
は
別
と
し
、
メ
ン
ガ
ー
は
ニ
キ
イ
シ
ュ
を
あ
る
面
に
お
い
て
模
範

と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
点
、
実
体
法
と
の
関
係
で
請
求
概
念
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
最
後
に
、
純
訴
訟
的
訴
訟
物
論
に
つ
い
て
。
民
訴
法
に
お
い
て
は
、
給
付
訴
訟
に
お
け
る
請
求
権
競
合
を
契
機
と
し
、
新
訴
訟
物
論
が
大
い
に

宣
伝
せ
ら
れ
た
。
一
方
、
前
掲
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
は
、
（
第
一
次
）
更
正
処
分
を
取
消
す
第
二
次
更
正
処
分
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
、
原
更
正
処

分
と
同
じ
内
容
の
第
三
次
更
正
処
分
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
第
一
審
、
第
二
審
は
、
寄
附
金
取
扱
い
は
実
体
法
的
に
違
法
で
な
い
と
し
請
求
棄

却
、
上
告
審
は
、
第
一
次
更
正
処
分
は
す
で
に
取
消
さ
れ
、
現
在
第
三
次
更
正
処
分
が
存
在
し
て
い
る
と
き
、
第
一
次
更
正
処
分
を
争
う
こ
と
は

訴
え
の
利
益
な
し
と
し
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
こ
と
は
、
抗
告
訴
訟
は
紛
争
の
解
決
と
い
う
形
式
に
よ
り
私
人
の

権
利
救
済
を
は
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
裁
判
所
の
お
こ
な
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
法
的
紛
争
解
決
で
あ
り
、
私
人
の
要
求
は
、
権
利
と
い
う
姿
に
か

え
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
か
か
る
抽
象
化
（
あ
る
い
は
法
的
表
現
へ
の
言
い
か
え
）
に
お
い
て
、
な
ま
の
要
求
が
喪
失
さ
れ
た
の
で
は
、
極
端
な

表
現
を
す
れ
ば
訴
訟
ゲ
ー
ム
に
な
り
か
ね
な
い
。
田
中
少
数
意
見
も
実
は
こ
の
と
こ
ろ
を
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
し
、
純
訴
訟
的
訴
訟
物
論
の

真
意
も
こ
こ
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
行
政
訴
訟
法
学
に
お
い
て
、
本
格
的
に
こ
れ
を
と
り
あ
げ
た
論
述
は
な
い
（
な
ぜ
、
か

か
る
状
況
に
あ
る
か
の
理
由
探
求
は
興
味
が
あ
る
が
、
目
下
、
こ
れ
を
な
す
余
裕
は
な
い
）
。
純
訴
訟
的
訴
訟
物
理
論
に
は
、
二
元
論
と
一
元
論
の
対
立
が

あ
り
、
お
の
お
の
特
色
な
ら
び
に
欠
点
を
有
し
て
い
る
。
判
決
要
求
と
事
実
関
係
を
結
合
せ
し
め
よ
う
と
す
る
二
元
論
は
、
筆
者
の
興
味
を
引
く

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
結
合
せ
し
め
ら
る
べ
き
事
実
関
係
に
つ
い
て
、
筆
者
は
未
だ
深
い
理
解
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
場
合
に
よ
つ

て
は
い
わ
ゆ
る
新
訴
訟
物
理
論
の
特
質
を
没
却
せ
し
め
る
お
そ
れ
が
な
い
わ
け
で
な
い
。

　
な
お
、
既
述
諸
説
を
わ
が
国
の
事
例
に
あ
て
は
め
て
一
般
的
に
検
討
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
諸
説
と
の
比
較
検
討
が
、
本

稿
に
お
け
る
真
の
結
び
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
宿
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
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あ
　
と
　
が
　
き

　
本
稿
の
筆
者
の
一
人
、
木
村
は
本
学
大
学
院
に
在
籍
す
る
者
で
あ
る
．
同
人
は
、
学
部
在
学
中
、
峯
村
先
生
の
研
究
会
に
所
属
し
、
先
生
の
教
え
を
う
け
た
一

人
で
あ
る
．
大
学
卒
業
後
、
金
子
の
下
に
あ
つ
て
学
究
生
活
を
つ
づ
け
て
い
る
．
木
村
は
、
修
士
論
文
に
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
．
そ
の
後
、

金
子
と
木
村
で
こ
の
論
文
を
土
台
と
し
な
が
ら
共
同
討
議
を
お
こ
な
い
、
ど
う
に
か
本
稿
を
ま
と
め
た
。
若
ぎ
学
究
・
木
村
に
と
り
、
御
在
職
中
の
恩
師
峯
村
先

生
に
、
「
法
学
研
究
」
誌
上
に
お
け
る
論
文
を
読
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
い
よ
ろ
こ
び
と
お
も
う
。
終
り
に
、
理
由
に
な
ら
な
い
理
由
を
強
弁
し
、

制
限
枚
数
を
全
く
無
視
し
た
こ
と
を
、
本
誌
編
集
委
員
会
に
た
い
し
深
く
お
わ
び
す
る
。
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